（別紙）
矢橋帰帆島大規模太陽光発電施設設置運営事業 仕様・条件書
１　系統接続

（１）本事業における系統への接続は、関西電力株式会社の特別高圧系統への接続を想定して
います。

（２）系統連系や電力の買取りについて、滋賀県は保証しません。
２　設置用地

（１）提供する設置用地は、滋賀県と協議のうえ確定した本事業に必要な面積を提供します。

（２）設置用地は、現状有姿にて使用を許可するものとします。滋賀県は事業期間中の設置用地の使用に関して、土地の瑕疵担保責任を含む一切の責任を負いません。

（３）事業用地は埋立地であり、荷重によっては沈下のおそれがあります。滋賀県は沈下の対
応等に関する一切の責任を負いません。必要に応じて測量、地質調査等を行ってください。
（４）大規模太陽光発電施設は建築基準法の対象外となる仕様としてください。

（５）大規模太陽光発電施設の設置に必要な設置用地内の草木等の伐採、不陸整正等は全て選
定事業者が実施するものとします。

（６）大規模太陽光発電施設の設置に伴い、雨水が表土を流出させる可能性がある場合は、設置事業者が必要な措置を講じてください。
３　施設等
（１）大規模太陽光発電施設は無人管理とし、淡海環境プラザ１階管理室およびインターネット
等を利用して遠隔監視、遠隔運転が可能な仕様としてください。なお、遠隔監視する最低限
の項目は、発電量および機器の状態監視（各種計測データ、故障情報）とします。
（２）基礎および架台は設置環境に最適な工法を採用し、耐久性および十分な強度を確保して
ください。

（３）付帯設備等

ア　大規模太陽光発電施設の概要および太陽光発電に関する普及啓発の説明看板（大きさ
3.6ｍ×1.8ｍ以上）を淡海環境プラザおよび設置用地内の計２箇所に設置してください。

イ　変圧器、切替装置等の配電盤の周りに安全柵（H=1.8ｍ）を設けてください。
（４）設置事業者が設置した施設および事業に賦課される公租公課は、設置事業者において負担することとします。

４　工事
（１）工事は、原則、滋賀県の休日を定める条例（平成元年滋賀県条例第10号）第１条第１項
に規定する県の休日（以下「休日」という。）を除く平日に実施することとし、工事時間
は午前８時から午後５時までとします。

（２）工事用車両の進入は、原則として設置用地東側の県道近江八幡大津線(通称：湖岸道路)
から行うこととし、詳細は所轄警察署、滋賀県および草津市との協議により決定するもの
とします。
（３）設置用地内に利用できる上下水道管は敷設されていません。

（４）工事用水、工事用電源等は設置事業者において確保し、工事排水は適切に処理して
ください。

（５）工事中の騒音、振動および汚水等により周辺地域の生活環境に影響を及ぼさないように
してください。

（６） 工事日程、内容等の詳細について、事前に草津市および地元関係集落に説明してください。
５　維持管理
（１）事業期間中、設置用地内の草木等の伐採、パネル清掃等の維持管理業務は、設置事業者
の責任で行うものとします。
また、委託して行う場合には、県内事業者の活用に努めることとします。
（２） 設置用地の範囲外の土地について、設置事業者が維持管理のため通行する等必要な場合、
事前に滋賀県と協議の上、無償で利用できるものとします。

（３）維持管理業務に必要な外灯、電話(光回線)、水道等の工事は、設置事業者の責任で行って
ください。

（４）設置事業者は、滋賀県が実施する矢橋帰帆島の維持管理に必要な点検等に協力するもの
とします。

６　手続および報告書等の提出

（１）本事業の実施に必要な関係法令に基づく申請および諸手続等は、全て設置事業者の責任
で行うものとします。

（２）設置事業者は、事業実施までに、事業計画、関係法令に基づく申請の状況および施工状
況等を滋賀県に報告してください。なお、必要に応じ、設置事業者と協議した上、滋賀県
が施工工程会議や資材の製品検査等に立会する場合があります。

（３）設置事業者は、売電開始後、発電電力量その他滋賀県が必要と認める本事業の実施に伴う状況の報告を滋賀県に行うものとします。報告の詳細については、別途、滋賀県が指示するものとします。なお、発電電力量は、設置事業者と協議の上、公表する場合があります。

（４）設置事業者は、大規模太陽光発電施設の建設時および運転開始後に、事故、障害等が発生したときは、速やかに滋賀県に報告するものとします。この場合において、当該事故、障害等に係る情報は、設置事業者と協議の上、公表する場合があります。

７　その他

（１）本事業に対し、滋賀県から補助金等の助成はありません。

（２）大規模太陽光発電施設の設計、建設および維持管理等については、事前に滋賀県と協
議の上、着手してください。

（３）事業期間中、天変地異に起因する工事期間の遅延や設備の故障等に起因する損害が発生
しても、滋賀県は一切の責任を負いません。

（４）本事業期間中に生じた設置事業者と第三者等との紛争等に関し、滋賀県は責任を負いません。また、本事業の実施に伴い第三者に損害を及ぼしたときは、設置事業者がその損害を賠償するものとします。
（５）事業終了後は、当該大規模太陽光発電施設等を設置事業者の負担と責任において、速や
かに撤去し原状への復旧を行うものとします。ただし、協議により滋賀県が存置を指示す
る場合があります。
（６）本仕様・条件書に定めのない事項について、これを定める必要があるとき、または疑義が生じたときは、必要に応じて滋賀県と設置事業者が協議して定めるものとします。
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